
結核・肺がん検診（年１回）

胸部レントゲンを撮影します。
※必要時、喀痰検査(痰の中に
がん細胞が混ざっていないか
見る検査)を行います。

年齢：40歳以上

胃がん(バリウム)検診（年１回）
バリウムを飲むレントゲン検査です。
台に乗って体勢を変えながら撮影
します。

年齢：40歳以上

胃内視鏡(カメラ)検診
（２年に１回）
胃カメラの検査です。

年齢：50歳以上

乳がん検診（２年に１回）

マンモグラフィ検査。検査台に
乳房をのせ、圧迫してレントゲン
撮影をします。

年齢：40歳以上の女性

子宮がん検診（２年に１回）

ブラシで子宮の細胞を擦り取り
採取します。

年齢：20歳以上の女性

泉州地域行政×企業 がんやっつけ大作戦

さあ 行こう！がん検診 早期発見がカギ！

なぜ、「定期的にがん検診」が大切なの？
発生した１個のがん細胞は、10年から20年くらいかけて「がん検診」で発見できる１ｃｍ程度
の塊になります。そこから、わずか１年から２年で、２ｃｍ程度の大きさになります。
多くのがんは、早期（２ｃｍ以下）のうちに発見すれば、約９割が治りますが、早期がんの段階
では、ほとんど自覚症状がありません。
自覚症状がある方はすぐに病院へ、症状がなくても、がん検診を定期的に受診しましょう！

一個のがん細胞 早期がんの期間
ここでの発見が重要！

自覚症状が現れる

＼急激に大きくなる／

日本人の２人に１人が一生のうちに「がん」にかかり、
３人に１人が「がん」で亡くなると言われています

＜参考：厚生労働省がん対策推進企業アクションより＞

見つけることは難しい

10ミクロン

（1mmの100分の1）

10年～20年
1cm

1年～2年
2cm

症状がなくてもがん検診へ！

あなたの町のがん検診
調べてみませんか？

詳細はQRコードから！

または

大腸がん検診（年１回）
専用の検査容器で便を採取し、
便の中に出血がないか検査します。

年齢：40歳以上



精密検査は「念のため」ではありません。

大腸がん検診

精密検査方法：全大腸内視鏡検査 / 診療科：消化器内科、胃腸科など
全大腸内視鏡検査は、肛門から内視鏡を入れて、大腸の中にがんやポリープなどがないかを調べます。必要に応じて生検（組織を
採取し、悪性かどうかを調べる検査）を行います。
※便潜血検査を再度行うことは、精密検査ではありません！
※全大腸内視鏡検査が困難な場合は、S状結腸内視鏡検査と注腸X線検査の併用などがあります。

胃がん検診

精密検査方法：胃内視鏡検査 / 診療科：消化器内科、胃腸科など
胃内視鏡検査を行います。検査で疑わしい部位が見つかれば、生検（組織を採取し、悪性かどうかを調べる検査）を行います。

肺がん検診

精密検査方法：胸部CT検査、気管支鏡検査 / 診療科：呼吸器内科
胸部CT検査は、Ｘ線を使って病変が疑われた部位の断面図を撮影し詳しく調べます。
気管支鏡検査は、気管支鏡を口や鼻から気管支に挿入して、病変が疑われた部分を直接観察します。必要に応じて生検（組織を
採取し、悪性かどうかを調べる検査）を行います。

子宮頸がん検診

精密検査方法：HPV検査、コルポスコープ検査など / 診療科：婦人科、産婦人科
HPV検査は、子宮頸部を、医師が専用のブラシやヘラでこすって細胞をとり、子宮頸がんの原因であるウイルスに感染しているか
どうか調べる検査です。
コルポスコープ検査は、コルポスコープと呼ばれる拡大鏡を用いて、子宮頸部を拡大して観察し、病変がありそうな部分から組織を
とり、病変の深さを調べる検査です。

乳がん検診

精密検査方法：マンモグラフィ検査（追加撮影）、乳房超音波検査など /
診療科：乳腺科、乳腺外科
マンモグラフィ検査は、乳房のX線撮影のことです。しこりや石灰化のように触れることのできない小さな病変を写し出すことが
できるため、早期乳がんを見つけ出すことに非常に有効です。追加撮影を行うことで、しこりや石灰化がよく観察でき、治療に
貢献します。乳房超音波検査は、乳房の表面に超音波を当てて、乳房内の様子を画像化して調べる検査です。この検査により、
小さなしこりを発見でき、しこりが良性か悪性かがある程度わかります。

「要精密検査」って言われたら…

医療情報ネット（ナビイ）
https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/

市区町村名 診療科や検査名を入力！

インターネットがご利用
できない場合は、
お住まいの自治体へ
ご連絡ください。

それでも、がん検診で「要精密検査」と言われて、検査を受けない人が多いのが現実です。
そのままにすると、病気の発見が遅れることもあります。特に、がんは初期に自覚症状がありません。

2人に1人は生涯でがんになる。

精密検査で、未来の安心を。
「要精密検査」は体からの「助けて」

市町の集団検診を受けて
精密検査になった方は、
お住いの自治体に、
まず、ご連絡ください。


